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豊能町の平成２５年度当初予算（案）の概要について 
 
 豊能町の全会計（一般会計、特別会計、水道事業会計）の平成２５年度当初

予算（案）の総額は１２６億４，３３２万６千円で、対前年度６億３，１０８

万２千円の増、率で５．３％の増です。 
 各会計の予算額は別紙（Ｐ４～Ｐ５）のとおりです。 
 
Ⅰ 一般会計 
 一般会計の当初予算額は６１億３，７００万円で、対前年度２億９，７００

万円の増、率で５．１％の増です。 
 大変厳しい財政状況の中、新しい事業を始めることや投資的な事業を行うこ

とは非常に困難ですが、中学校給食の導入や中学校卒業までの入院医療費の助

成、ユーベルホール（文化ホール）の改修、イメージキャラクターの創作など、

教育の充実・子育て支援、町の活性化に向けた事業に重きを置き、予算を編成

しました。また、ふるさと納税の促進、定住化の促進など、歳入の確保と人口

の増加につながる施策も盛り込みました。一方では、行政評価の導入に必要な

研修や先進地視察など、新たな行財政改革に取り組む準備も進めます。 
 なお、一般会計が増加する主な要因は臨時的経費であり、経常的経費はほぼ

横ばいです。臨時的経費の増は、消防庁舎新築移転工事、光風台大橋耐震補強

工事の事業費が倍増すること等が要因です。 
 それぞれの詳細は次のとおりです。 
 
（１）経常的経費 
 経常的経費は４８億３，９８１万８千円で、対前年度１，５８１万３千円の

減（０．３％の減）です。 
 人件費は４，８８５万１千円の減となりましたが、国民健康保険特別会計、

介護保険特別会計への繰出金や後期高齢者医療費の増加などにより、経常的な

経費全体としてはほぼ横ばいとなります。 



2 
 

 保育所・幼稚園の第２子からの保育料無料制度や小学校４年生以上の放課後

教室、中学生の放課後学習など、教育の充実・子育て支援の施策は継続します。 
 
（２）臨時的経費 
 臨時的経費は１２億９，７１８万２千円で、対前年度３億１，２８１万３千

円の大幅な増（３１．８％の増）です。 
 臨時的経費が増加する主な要因は、消防庁舎新築移転工事２億３，３６８万

１千円（１億３，２３７万６千円の増）、光風台大橋耐震補強工事８，４００万

円（３，９４０万円の増）、町道等維持補修工事５，０００万円（２，５００万

円の増）、中学校給食導入事業４，９４９万２千円（皆増）、ユーベルホール大

規模改修事業４，０４７万８千円（皆増）、中学校と小学校の修繕４，１４９万

９千円（皆増）など、投資的事業が大部分を占めます。 
 新たな事業としては、ふるさと納税をＰＲし、特産品をプレゼントする事業

や、田舎暮らしに関する情報を発信し、転入を促進する事業を始めます。また、

現在は小学校６年生までを対象としている入院医療費の助成について、中学校

３年生まで対象を拡大します。 
 役場の支所（吉川支所）が老朽化しており、雨漏りや空調の異常など、住民

サービスに支障をきたす状態となっていることから、耐震化のうえ改修するの

か、建て替えるのか、どちらが適切かを判断するべく、比較検討業務を行いま

す。 
 能勢電鉄光風台駅前のエスカレーターについては、更新に向けた基本設計を

行います。 
 なお、臨時的経費の主な事業は別紙（Ｐ６～Ｐ９）のとおりです。 
 
（３）歳入 
 町税は２０億１，１９２万９千円で、対前年度６，２３７万円の減（３．０％

の減）となり、ピークの平成９年度の３４億６，４４４万５千円と比べ、実に

１４億５千万以上の減収、５８％程度の税収となります。町税の減は平成２０

年度から６年連続です。主に人口の減少と高齢化が要因です。 
 地方交付税は１８億４，３００万円で、当初予算では対前年度１００万円の

減とほぼ横ばいですが、平成２４年度の決算見込みと比べると約５，６００万

円の減となります。 
 町税の減収と地方交付税の減少に加え、臨時的経費の増加に対応するため、

基金を取り崩し、町債を発行します。 
基金繰入金（基金の取り崩し）は４億９，７９０万４千円で、対前年度２億

７，９９０万４千円の増（１２８．４％の増）となります。このうち公共施設
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整備基金等のいわゆる特定目的基金の取り崩しは２億６，１１５万５千円で、

一般財源に当たる財政調整基金の取り崩しが２億３，６７４万９千円です。 
町債は４億７，８８０万円で、対前年度４，９６０万円の増（１１．６％の

増）です。このうち臨時財政対策債が４億１，４５０万円と大部分を占めます。

建設事業債は６，４３０万円発行し、光風台大橋耐震補強工事、町道維持補修

工事、消防団のポンプ車更新などに充当します。 
平成２５年度末の町債残高は５９億４，０６０万円（対前年度１，５３６万

４千円の増）となる見込みですが、このうち臨時財政対策債の残高が３９億３，

０１２万円（対前年度２億４，４１７万１千円の増）と、町債残高の約６６％

を占めます。 
 
Ⅱ 特別会計 
 特別会計の総額は５５億７，９０６万５千円で、対前年度２億７，１０１万

６千円の増（５．１％の増）です。 
 国民健康保険特別会計事業勘定は後期高齢者医療費と高額医療費の増、介護

保険特別会計事業勘定は対象者の増加に伴う給付費の増、下水道事業特別会計

は中継ポンプ場の長寿命化工事が主な増加の要因です。その他の特別会計の増

減はわずかなものとなっています。 
 
Ⅲ 水道事業会計 
 水道事業会計の支出総額は９億２，７２６万１千円で、対前年度６，３０６

万６千円の増（７．３％の増）です。 
 収益的収支は１億６７３万７千円の赤字予算となり、資本的収支は１億６，

５２６万４千円の不足です。 
以上 
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